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支所発地域力向上支援金事業実施報告書(自己評価) 

令和４年２月24日 

事業実施地区  南原一南一北 両自治会の区域内 

事業名  困り事手伝い隊 活動効率化機器導入事業 

団体名及び 

代表者名 

(団体名)  南原一南一北困り事手伝い隊 

(代表者名)  会長 丸田秀明 

(連絡先)    026-292-1021 

 

■事業概要(選考委員会の助言を含む) 

地区内に住む高齢者、障害を持つ方などは、住宅環境や生活上

で自分では解決できないちょっとした困り事を抱えることが多

い。 これらの、専門家に頼む程でもない簡易な困り事について、

同じ地区に住む方々により、空いた時間に手伝う組織として手伝

い隊が発足した。 

 今回、草取り作業の効率化のため、草刈り機2台を購入した。 

【事業完了日】 

令和４年２月22日 

【総事業費】   

８６，５１６円 

【補助金額】 

８３，０００円 

※ 活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果 

 電動草刈り機 2 台を購入した後、実際に一人住まい高齢者宅の庭の草刈りを数回実施し

た。(初回、他地区の同様な支援組織の方々を交えて、機器の操作の講習を行った。) 

 導入前と比較すると、以前、約５ｍｘ１０ｍの庭の場合、隊員５～６名が鎌や剪定ハサミ

などの道具を使い、刈り取り、集積、袋入れ作業全体で約１時間かかっていた。これが、導

入後、草刈り機で刈り取り、手作業で集積、袋入れを行ったが、概ね３０分で終了し、時間

を大幅に短縮された。 

 また、雑草の草丈は人の丈ほどに伸びており、タフな草の状況だったが、草刈り機の力で

難なく刈り取ることができた。結果、従来に比べ作業負荷が軽減された。 

 更に、購入機は電動式であり、エンジン式と違い騒音が出ないので、早朝から静寂に作業

ができた。なお、充電代は僅かなので、隊の独自財源で賄っている。 

※ 参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

(評価理由等) 

特になし。 

 

■今後の取組予定 

 高齢化の進展に伴い、当地区の一人暮らし高齢者宅は増えると予測され、ちょっとした困

り事のニーズは増えると思われる。その中で、自宅庭の雑草対策は高齢者にとって大変な負

担となっている。今後、導入機を駆使して要望に応えていく。また、地区内の公園や通学路

の雑草対策にも関係者が自身で草刈りを行う場合にも使用し、極力、稼働率を高めていく。 



 


